
３名が代表質問に立つ！

平成 23 年 9 月市会定例会が開会！

９月市会定例会が９月２７日より１０月３１日まで、３５日間の会期で行われます。前半で一般会計補正予算を

含む３件、中盤から後半にかけては平成２２年度一般会計・特別会計ならびに公営企業等会計の決算を含む３６件

の計３９件を取り上げます。

平成２２年度決算 全会計を合計した歳出決算規模は１兆６２２０億円で、前年度と比べ５１３億円の減とな

りました。一般会計では、３年ぶりに累積収支７億円の黒字となり、過去最大赤字であった２０年度３０億円

から大幅な収支改善がなされました。全会計での連結累積収支では、赤字額が６億円となり、同じく２０年度

３０６億円の赤字から３００億円の収支改善が図られました。また公営企業についても、経営健全化計画を上

回る収支改善が達成されています。しかしながら未だ大変厳しい財政下であり、市民の皆さんが納めた税金が適

切に使用されたのか、しっかりと質疑を行います。

補正予算案 今回の補正予算案総額は１２億８０００万円です。主な内訳は

・ 民間保育所整備助成（待機児童ゼロ実現に向けた保育所定員の更なる拡充） ２億 ３６０万円

・ 地域包括ケア総合交付金関連事業（介護基盤の整備）           １億４６００万円

・ 技術の橋渡し拠点の整備（調査・設計）                   ３５００万円

・ 東日本大震災対策（被災地への職員派遣の継続）               ４４００万円

・ 災害復旧事業                               ７７００万円

その他主な議案 京都市地域コミュニティ活性化推進条例の制定 京都市・事業者・地域住民の役割と責務を

定め、総合的かつ計画的に地域コミュニティの活性化を目指す条例です。

当議員団を代表し、鈴木マサホ議員（左京区）、山岸たかゆき議員（伏見区）、片桐直哉議員（北区）の３

名が順に、１０月５日（水）午前１０時４分より代表質問に立ちます。議会での傍聴はもちろんのこと、Ｋ

ＢＳ京都テレビでの生中継も行われます。ぜひご覧下さい。
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新人議員としての勉強も兼ねて、初めての議員団ＮＥＷＳの執筆となります。９月市会定例会中には、地元神

社の秋祭り・地域の運動会など週末には多くの行事も入っており、また１１月に予定しています第２回事業仕

分けの準備もあります。しばらくはフルスロットルで活動の日々が続きそうです(>_<)      松下真蔵

山岸たかゆき議員

①平成２２年度会計決算報告の総括②財政健全化に向けた産業振興の新たな仕

組みづくり③地域コミュニティ活性化の支援④区役所の権限強化⑤東日本大震

災後の地球温暖化対策⑥伏見桃山城の活用⑦伏見桃山城運動公園内に子ども連

れでも楽しく過ごせる工夫（要望）

鈴木マサホ議員

①門川市政４年とマニフェストの評価・検証②京都水族館（仮称）について③東

北大震災と原子力防災④太陽光発電-里親制度とメガソーラー計画⑤岡崎活性化

と京都会館再整備⑥公契約条例（要望）

片桐直哉議員

①共汗の取組の成果と今後の課題②京都をとりまく山の環境保全と森林資源エネ

ルギー活用③小中学校における学期制の改革④地域での高齢者の居場所づくり⑤

東日本大震災で発生した災害廃棄物の処理（要望）⑥山間地での市民の足の確保

（要望）


